
国勢調査データ整形の操作説明 
 

非構造データの確認 

 

1. 研修使用データフォルダ「国勢調査_東京都中央区.csv」を開く 

 

2. ［挿入］→｢ピポッドテーブル｣を選択→ＯＫ 

 

 
 

3. 右側のフィールドの項目が少ないことを確認 

 

  



データの整形 

 

 

1. [データ]→［データの取得］→［ファイル］→［テキストまたは CSV から］→研修

使用データフォルダ内の「国勢調査_東京都中央区.csv」を開く 

 

 
 

2. ［インポート］→［データの変換］を選択し、Power Query エディタを開く 

 
 

3. 整形①：［行の削除］を選択し、行数に「４」を入力してＯＫ 

 

  



 

4. 整形②：１行目を選択し、［１行目をヘッダーとして使用］をクリック 

 
 

5. 整形③：総数列のヘッダーにある下向き矢印をクリックし、テキストフィルターか

ら「X」のチェックボックスを外す 

 
 

 

6. 整形④：総数列から（再掲）20～69 歳までの列を選択→［値の置換］→「－」を

「０」に置換する 

 

 
 

  



 

7. 整形⑤：総数列から（再掲）20～69 歳までの列を選択→適当な列で右クリック→型

の変更→整数を選択 

 
 

8. ［閉じて読み込む］をクリック 

 

 
  



 

9. 出来上がったデータを先程と同じようにピポッドテーブルにすると、フィールドに

項目が増えているはずなので、［市区町村名］を行に、［総数］を値にドラッグ＆

ドロップする 

 
 

10. 出来上がったデータをグラフにしてみる 

 

 



参考：国勢調査データのダウンロード 

 

1. 統計局 WEB サイト（e-atat）を検索 

a. https://www.e-stat.go.jp/ 

 

2. 統計局の WEB サイトを開いたら、［すべて］→［ファイル］→検索窓に［国勢調

査］→政府統計名の国勢調査をクリック→令和２年国勢調査→小地域の＋をクリッ

クし、ご自身の自治体がある県を選択→３番めの５歳階級別人口をダウンロード 

 

 
 

  

https://www.mlit.go.jp/plateau/


QGISへの避難所データの展開 
 

使用データ 

 

研修使用データフォルダ「避難所 POI_横須賀市 .csv」を使用 

 

CSVテキストレイヤの追加 

 

1. Window の検索窓に QGIS と入力して、QGIS を開く 

 

2. ［新規プロジェクト］を開く 

 

3. ［レイヤ］→［レイヤを追加］→［CSV テキストレイヤを追加］ 

 

 
 

 

 

  



 

5. 以下のように入力して［追加］ 

 

ファイル：避難所 POI_横須賀市 .csv 

X 値：経度 

Y 値：緯度 

ジオメトリの CRS：ESSG4326 

 

 
  



ベースマップの展開 

 

6. 左側ウインドウにある［XYG Tiles］→［OpenStreetMap］を選び、レイヤウインド

ウへドラッグする 

 

 
 

 

7. ドラッグしてレイヤの順番を入れ替える（避難所 POI が上に来るようにする） 

 

 



ラベルの表示 

 

8. 避難所 POI レイヤを右クリックして［プロパティ］を選択 

 

 
 

 

9. 左側の［ラベル］を選び、［単一定義］を選択し、値に［名称］をセットしてＯＫ 

 

 
 

  



属性ごとのマーカーの色分け 

 

1. 避難所 POI レイヤを右クリックして［プロパティ］を選択 

 

2. 左側の［シンポロジ］を選び、［カテゴリ値による定義］を選択し、値に［分類］

をセットする 

 

 

 
 

3. ［分類］をクリックすると以下のようにシンボルがセットされる（その他のチェッ

クは外す）→［適用］ 

 
 

 

－以上です。 

  

 



PLATEAU VIEW の操作説明 
 

PLATEAU VIEW の立ち上げ 

 

1.  国土交通省  PLATEAU のサイトを立ち上げる。 

a. https://www.mlit.go.jp/plateau/ 

 

 

2. 右上の「PLATEAU VIEW App」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

3. 「PLATEAU VIEW 3.0」 をクリック 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mlit.go.jp/plateau/


 

 

 

4. 東京駅を中心としたエリアが表示される。マウス操作で視点や移動が可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベースマップの変更 

 下記画像のボタンをクリック。ベースマップの変更が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

建物モデルの展開 

1. 画面左上にある、赤い丸印のボタンをクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 現在、反映されているデータセットが表示される。デモとして、一度、千代田区の

建築モデルを削除します。（ゴミ箱ボタンをクリック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

3. 都道府県から東京都千代田区の建築物モデルを選択すると、削除した建築物モデル

が再度表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 右に表示される建築物レイヤーのデータセットを LOD1 から、LOD2 に変更。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. テクスチャーのついたビルが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

ハザードデータの展開 

1. 先ほどと同様、東京都千代田区から、 

「洪水浸水想定区域モデル」→「洪水浸水想定区域モデル隅田川」を選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ハザードマップが展開される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


